
　
７

月
12

日
の

未
明

に
大

島
大

橋
の

歩
道

に
設

置
さ

れ
た

仮
設

送
水

管
の

撤
去

作
業

が
完

了
し

、
同

日
の

午
前

３
時

に
夜

間
の

車
道

片
側

交
互

通
行

の
規

制
が

解
除

さ
れ

、
午

前
７

時
に

は
歩

道
の

自
転

車
の

通
行

規
制

が
解

除
さ

れ
ま

し
た

。
こ

れ
に

よ
り

大
島

大
橋

復
旧

に
係

る
す

べ
て

の
通

行
規

制
が

解
除

と
な

り
ま

し
た

。
　

ま
た

、７
月

29
日

を
も

っ
て

、貨
物

船
衝

突
事

故
に

係
る

全
て

の
復

旧
工

事
が

完
了

し
ま

し
た

。

大
島

大
橋

交
通

規
制

全
面

解
除

～
大
島
大
橋
の
貨
物
船
衝
突
事
故
か
ら
９
カ
月
ぶ
り
～

ひ
と

・
ま

ち
★

き
ら

り
　

す
う 広

報大
島

お
　

　８2019（
令

和
元

）
年

№
179 月

号



2広報すおう大島 令和元年 ( 2019 年 )8 月号

耐
震
性
防
火
水
槽
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
４
０
０
万
円

　

初
期
消
火
に
よ
り
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
た
め
、
防
火
水
槽
の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
防
災
資
機
材
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
万
円

　

自
主
防
災
組
織
の
防
災
訓
練
を
促
す
と
と

も
に
、
自
主
防
災
組
織
が
必
要
な
防
災
資
機

材
の
購
入
費
を
助
成
し
、
実
効
性
の
あ
る
自

主
防
災
組
織
の
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
等
防
災
訓
練
補
助
金　

　

１
０
５
万
円

　

自
主
防
災
組
織
等
が
訓
練
を
実
施
し
た
場

合
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

木
造
住
宅
耐
震
調
査
・
耐
震
改
修
補
助
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
５
３
万
５
千
円

　

民
間
木
造
住
宅
の
耐
震
調
査
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
耐
震
改
修
を
行
う
個
人
に
補
助

を
行
い
ま
す
。

救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
事
業           

30
万
１
千
円

　

急
な
病
気
や
け
が
を
し
た
場
合
、
救
急
車

を
呼
ぶ
べ
き
か
迷
っ
た
際
の
相
談
窓
口
と
し

て
専
門
家
（
医
師
・
看
護
師
）
か
ら
電
話
で

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
事
業

　

１
０
９
０
万
８
千
円

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
う
ち
40
歳
以

上
の
方
（
年
度
内
に
当
該
年
齢
に
到
達
す
る

方
）
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
「
特
定
健
診
」

に
つ
い
て
、
今
後
新
た
に
自
己
負
担
金
を
対

象
者
全
員
無
料
と
し
、
さ
ら
な
る
受
診
率
の

向
上
と
生
活
習
慣
病
有
病
者
・
予
備
軍
の
減

少
お
よ
び
重
症
化
の
予
防
を
図
り
ま
す
。

健
康
増
進
計
画
推
進
事
業　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
１
４
万
４
千
円

　

減
塩
運
動
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
食

塩
摂
取
量
等
の
実
態
把
握
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
第
２
期
健
康
増
進
計
画
の
目
標

達
成
に
向
け
て
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
の
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

③ 

晩
年
を
豊
か
で

　  

安
心
し
て
過
ご
せ
る
町

ま
ち
の
予
算

（
令
和
元
年
度  
主
要
事
業
）

総
務
課
関
係

　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
０

歯
周
疾
患
検
診
事
業　
　

 　

 　

33
万
４
千
円

　

歯
周
病
お
よ
び
そ
の
原
因
で
あ
る
歯
周
病

細
菌
が
、
心
臓
病
や
肺
炎
な
ど
、
全
身
の
疾
患

に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
歯
周
病

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
40
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

歯
周
病
検
診
に
係
る
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

が
ん
検
診
総
合
支
援
事
業　
　
　

  　

54
万
円

　

子
宮
が
ん
検
診
は
21
歳
、
乳
が
ん
検
診
は

41
歳
到
達
者
に
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
付

し
、
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

簡
易
脳
ド
ッ
ク
検
診
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
１
７
万
５
千
円

　

40
歳
か
ら
60
歳
の
５
歳
刻
み
到
達
者
に
簡
易

脳
ド
ッ
ク
受
診
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
５
２
万
３
千
円

　

成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

を
行
い
ま
す
。

柳
井
地
区
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
設
置
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
７
千
円

　

消
費
者
に
関
す
る
様
々
な
問
題
等
に
対
応

す
る
た
め
、
柳
井
圏
域
１
市
４
町
で
、
専
門

の
相
談
員
が
常
駐
す
る
広
域
的
な
相
談
窓
口

を
設
置
し
ま
す
。

ト
ン
ネ
ル
施
設
長
寿
命
化
計
画
策
定
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
２
２
５
万
３
千
円

　

施
設
の
延
命
化
を
図
る
た
め
広
域
農
道
ト

ン
ネ
ル
施
設
の
調
査
・
点
検
を
行
い
、
長
寿

命
化
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

小
規
模
治
山
事
業　
　
　

  　

１
８
０
０
万
円

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
っ
て
被
災
し
た

林
道
白
木
線
山
腹
部
の
復
旧
を
行
い
ま
す
。

漁
港
漁
場
機
能
高
度
化
保
全
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
２
０
８
０
万
円

　

町
内
に
あ
る
漁
港
施
設
の
調
査
・
点
検
結

果
に
基
づ
き
、
適
切
な
維
持
補
修
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
施
設
の
延
命
化
を
図
る
と

と
も
に
、
崩
壊
等
の
危
険
を
回
避
し
ま
す
。

健
康
増
進
課
関
係

　

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
４

商
工
観
光
課
関
係

　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
３

水
産
課
関
係

　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
４

農
林
課
関
係

　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

▲検診車による肺がん検診
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海
岸
堤
防
等
老
朽
化
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
２
８
０
万
円

　

町
内
に
あ
る
全
て
の
海
岸
保
全
施
設
の
調

査
・
点
検
を
実
施
し
、
適
切
な
維
持
補
修
・

改
良
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
施
設
の
延

命
化
を
図
る
と
と
も
に
、
防
災
施
設
と
し
て

の
機
能
を
維
持
し
ま
す
。

海
岸
保
全
整
備
事
業　

  　
　

４
０
６
０
万
円

　

漁
港
海
岸
保
全
区
域
内
に
お
い
て
、
離
岸

堤
の
設
置
や
護
岸
の
整
備
等
を
行
い
、
高
潮
・

波
浪
等
か
ら
沿
岸
域
住
民
の
生
命
・
財
産
を

守
る
と
と
も
に
、
国
土
を
保
全
し
ま
す
。

陸
閘
整
備
事
業　
　
　

  　
　

３
５
０
０
万
円

　

油
田
（
油
宇
）
漁
港
内
に
あ
る
陸
閘
の
改
良
を

実
施
し
、
浸
水
等
に
よ
る
被
害
を
防
止
し
ま
す
。

道
路
橋
り
ょ
う
補
助
災
害
復
旧
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
２
７
９
８
万
円

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
っ
て
被
災
し
た

町
道
の
災
害
復
旧
事
業
を
行
い
ま
す
。

道
路
新
設
改
良
事
業

　

１
億
１
１
８
９
万
６
千
円

　

防
災
対
策
に
視
点
を
お
い
た
道
路
改
良
事

業
等
を
行
う
と
と
も
に
、
橋
り
ょ
う
補
修
を

実
施
し
す
る
こ
と
に
よ
り
、
橋
り
ょ
う
の
長

寿
命
化
を
図
り
ま
す
。

建
設
課
関
係

　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
５

橘
斎
場
設
備
改
修
事
業

　

１
億
５
０
３
２
万
４
千
円

　

経
年
劣
化
に
よ
る
火
葬
炉
の
更
新
お
よ
び

付
帯
設
備
の
改
修
を
行
い
、
施
設
の
延
命
化

を
図
り
ま
す
。

非
常
用
自
己
水
源
井
戸
調
査
事
業

　

３
５
５
万
７
千
円

　

旧
簡
易
水
道
施
設
の
水
源
井
戸
の
揚
水
試

験
お
よ
び
水
質
検
査
等
を
行
い
非
常
用
水
源

と
し
て
の
利
活
用
を
検
討
し
ま
す
。

橘
総
合
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
浸
水
対
策
事
業

　

７
３
５
５
万
４
千
円

　

橘
総
合
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
の
浸
水
被
害
を

防
止
す
る
た
め
、浸
水
対
策
工
事
を
行
い
ま
す
。

総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
床
改
修
事
業

　

３
４
０
５
万
３
千
円

　

体
育
館
ア
リ
ー
ナ
の
床
を
現
在
の
木
材
か

ら
水
・
汚
れ
に
強
い
特
殊
ウ
レ
タ
ン
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
施
し
た
ク
ッ
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
へ

改
修
し
ま
す
。

生
活
衛
生
課
関
係

　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
１
０

水
道
課
関
係

　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
１
１

社
会
教
育
課
関
係

　

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
２
０
５

令和元年度　地域づくり活動支援事業の補助金交付団体が決定しました

▼スタートアップ支援事業（新規の活動や小規模な活動の立ち上げ・実施）

団体名 事業名（事業概要）

屋代島さとうみネットワーク 里海塾（豊かな海の維持・向上）

　

町
内
の
団
体
か
ら
公
募
し
て
い
た
令
和
元
年
度
周
防
大
島
町
地
域
づ
く
り
活

動
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
審
査
会
の
結
果
が
町
長
へ
報
告
さ
れ
、
次
の
５
団
体

の
事
業
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
は
、
新
た
な
個
性
や
特
性
を
育
む
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
や
シ
ス
テ
ム
を
形
成
す
る
事
業
や
、
地
域
の
人
材
育
成
、
住
民
参
画
の
機
運

を
育
む
イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
開
催
な
ど
の
事
業
に
対
し
て
補
助

す
る
も
の
で
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
事
業
で
20
万
円
を
上
限
に
、
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
支
援
事
業
で
50
万
円
を
上
限
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

▼ステップアップ支援事業（活動の定着・自立化を図る）

団体名 事業名（事業概要）

みがまの樹 三蒲が元気になる仕組みづくり

山口県東部海域にエコツーリズ
ムを推進する会周防大島支部

エコツーリズムの推進・白木半島エリアの自
然環境の保全

油宇を美しくする会
油宇地区みんなで参画できる憩の場作り

（ホットスペース：ゆうみん）

戸田さくらの会
さくら公園を整備することで観光名所で地域
活性化を図る

■問い合わせ　政策企画課 定住対策班　☎０８２０（７４）１００７　
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10 月１日から
各種証明書 の コンビニ交付サービス が 始まります！

　コンビニ交付とは、マイナンバー（個人番号）カードを利用して、住民票の写しや印鑑登録証明書
などの周防大島町が発行する証明書を、全国のコンビニエンスストアに設置されているマルチコピー
機から取得できるサービスです。また、遠くにお住まいの方で周防大島町に本籍がある方も、事前に
申請することで戸籍証明書も取得できます。

　周防大島町に本籍または住所があり、利用者証明用電子証明書が搭載されたマイナンバーカードを
お持ちの方がご利用いただけます。（※利用には、受け取り時に設定した４桁の暗証番号が必要です）

 ○セブンイレブン、ローソン、ファミリーマートなどのマルチコピー機設置店舗で利用できます。
 ○年末年始（12 月 29 日～ 1 月 3 日）やシステムメンテナンス時などは利用できません。
 ○住民異動や氏名変更をしたときなどは、各総合支所でマイナンバーカードの変更手続後、翌日以降
　に利用可能です。
 ○マイナンバーの通知カードや印鑑登録証、住民基本台帳カードでは利用できません。
 ○各総合支所・出張所で印鑑登録証明書を請求するときは、これまでどおりの印鑑登録証が必要です。
 ○取得した証明書の交換や手数料の返金はできません。

　■問い合わせ
　　住民票・戸籍等、コンビニ交付サービスについて　総務課 戸籍住基班　☎ 0820（74）1010
　　税の証明書等について　　　　　　　　　　　　　税務課 　　　　　　☎ 0820（74）1008

証明書の種類 取得できる方 取得範囲 手数料 利用時間

住民票の写し
周防大島町に住民
登録がある方

本人・本人と同
一世帯員

200 円

毎日
　午前   ６時 30 分
～午後 11 時

印鑑登録証明書
印鑑登録をして
いる本人のみ

200 円

所得・課税証明書
１月１日現在、周
防大島町に住民登
録がある方

本人のみ
（R1.10.1 修正）

200 円

戸籍証明書
・全部事項証明書（謄本）
・個人事項証明書（抄本）

周防大島町に
本籍地がある方※

本人・本人と同
一戸籍の方

450 円 平日
　午前   ９時
～午後   ５時

戸籍の附票の写し 200 円

マイナンバーカード　○利用可

※周防大島町に住民登録がない方は、事前に利用登録申請が必要です。申請はマルチコピー機などから
　できますが、登録に数日かかります。

▶コンビニ交付とは

▶サービスを利用できる方

▶発行できる証明書等

▶注意事項

通知カード　×利用不可

×



5 広報すおう大島 令和元年 ( 2019 年 )8 月号

■住宅の所在
　１．周防大島町久賀２４８１番地 5
　　　木造平屋　１０５．４４㎡（約３１．９坪）
　２．周防大島町東安下庄２４３６番地
　　　木造 2 階建　１３１．５５㎡（約３９．８坪）
■家賃　３万円／月
■申し込みができる方
 ・現に同居し、または同居しようとする親族（婚姻
　予定または事実上婚姻関係である者を含む）があ
　ること。

 ・単身者であっても、国または県もしくは町から支
　援を受けている新規就農者および新規漁業就業者
　等。（詳しくは政策企画課までお問合せください）
 ・入居しようとする者が暴力団員でないこと。
 ・申込時において、住所を有する市町村の税および
　使用料等を滞納していないこと。
■申込期限　９月 13 日㈮
■選考の方法　書類審査と面接により決定します。
■申し込み・問い合わせ　政策企画課
　☎０８２０（７４）１００７

空家活用住宅の入居者募集　　周防大島町内の空家を町が借り受けて改修し、周防大島町内へ定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　住を希望する方に貸し出す、空家活用住宅の入居者を募集します。

１．久賀地区住宅 ２．安下庄地区住宅

マイナンバー（個人番号）カードの申請をお手伝いします

　周防大島町に住民登録があり、マイナンバーカードの発行を希望される方を対象に、申請に必要な写真を
タブレット端末で撮影し、オンライン申請のお手伝いをするサービスを実施しています。
　写真撮影は無料で、端末操作も職員が行いますのでご利用ください。

■申請場所　各総合支所
■受付日時　平日の午前 8 時 30 分～午後 5 時
■必要書類　本人確認書類、印鑑

１点でよいもの
（顔写真付）

運転免許証、運転経歴証明書、パ
スポート、身体障害者手帳、在留
カード等

２点必要なもの
健康保険証、介護保険証、各種年
金証書、福祉医療費受給者証、学
生証、社員証等

■注意事項
１．写真撮影が必須なため、代理人申請はできません。
２．申請後、マイナンバーカードの交付まで約 1 カ
　月かかります。交付の準備ができしだい交付通知

　書を送付いたしますので、総合支所でカードをお
　受け取りください。
３．撮影した写真をお渡しすることはできません。
４．タブレット端末で撮影する写真は、写真店等で
　撮影する写真よりも画質が劣りますので、あらか
　じめご了承ください。
５．15 歳未満の方は、法定代理人（親権者）と一
　緒に来庁してください。
■問い合わせ
　大島総合支所　 ☎ 74‐1001
　久賀総合支所 　☎ 79‐1000
　東和総合支所 　☎ 78‐1110
　橘総合支所 　　☎ 77‐5500
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し
っ
ち
ょ
る
？   

や
っ
ち
ょ
る
？   

健
康
づ
く
り
！

　

～
「
ち
ょ
び
塩
」
で
お
い
し
く
運
動
・
活
動
で
元
気
に
！ 

～  

№ 77

　

こ
の
時
期
気
を
つ
け
た
い
の
が
「
熱

中
症
」。
カ
エ
ル
や
魚
な
ど
、
環
境
に

よ
っ
て
体
の
温
度
を
変
動
さ
せ
て
生
き

る
変
温
動
物
と
違
い
、
人
は
36
～
37
度

の
狭
い
範
囲
に
体
温
を
保
ち
生
命
を
維

持
す
る
恒
温
動
物
で
す
。
そ
の
た
め
、

体
内
に
熱
が
溜
ま
り
込
み
、
体
温
が
著

し
く
上
昇
す
る
こ
と
で
脳
や
腎
臓
、
肝

臓
な
ど
の
重
要
機
能
に
障
害
を
引
き
起

こ
し
、
死
を
招
く
こ
と
も
。
今
回
は
、

熱
中
症
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
ポ
イ
ン

ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

気
を
つ
け
た
い
３
つ
の
条
件

　

熱
中
症
を
引
き
起
こ
す
条
件
は
次
の

３
つ
で
す
。

⑴
気
温
が
高
い
、
湿
度
が
高
い
、
閉
め

　

切
っ
た
室
内
な
ど
の
「
環
境
」

⑵
高
齢
者
や
乳
幼
児
、
睡
眠
不
足
や

　

二
日
酔
い
な
ど
の
体
調
不
良
等
の

　
「
か
ら
だ
」

⑶
激
し
い
運
動
や
長
時
間
の
屋
外
作
業

　

な
ど
の
「
行
動
」

　

こ
れ
ら
が
重
な
り
あ
う
こ
と
で
よ
り

起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

特
に
気
を
つ
け
た
い
の
が
体
温
調
節

機
能
が
未
熟
で
暑
い
と
訴
え
に
く
い
小

さ
な
子
ど
も
。
そ
し
て
、
加
齢
に
伴
い

皮
膚
で
暑
さ
を
感
じ
る
温
点
が
減
少

し
、
暑
さ
や
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
に
く

い
上
、
発
汗
や
血
液
循
環
が
低
下
し
て

い
る
高
齢
者
は
要
注
意
で
す
。

一
番
の
予
防
は
熱
を
溜
め
な
い
こ
と
！

　

熱
中
症
の
原
因
は
異
常
な
体
温
の
上

昇
で
す
。
そ
の
た
め
、
屋
外
で
は
日
陰

を
選
ん
で
歩
い
た
り
、
日
傘
や
帽
子
を

利
用
し
た
り
す
る
こ
と
。
屋
内
で
は
、

扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
利
用
し
て
「
暑

さ
を
避
け
る
」
こ
と
が
第
一
で
す
。

　

次
に
、「
服
装
を
工
夫
」
し
、
汗
を

吸
収
し
や
す
い
素
材
の
服
や
下
着
を
着

用
し
た
り
、
え
り
元
は
な
る
べ
く
緩
め

て
、
熱
や
汗
が
出
て
い
き
や
す
い
よ
う

通
気
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
汗
を
か
い
て
い
る
の
で
、

喉
が
渇
く
前
に
「
こ
ま
め
な
水
分
補

給
」も
大
切
で
す
。
た
だ
し
、ア
ル
コ
ー

ル
や
カ
フ
ェ
イ
ン
に
は
利
尿
作
用
が
あ

り
、
体
内
の
水
分
を
排
出
し
て
し
ま
う

た
め
、
ビ
ー
ル
や
コ
ー
ヒ
ー
で
は
水
分

補
給
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課
健
康
づ
く
り
班

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
４

●
ち
ょ
び
塩
ク
イ
ズ

　

日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
が
熱
中
症
予

防
の
水
分
補
給
と
し
て
推
奨
す
る
ス

ポ
ー
ツ
飲
料
５
０
０
㎖
に
含
ま
れ
る

食
塩
量
は
０
・
５
～
１
ｇ
で
す
。
で

は
、
次
の
食
品
、
大
さ
じ
１
杯
（
15

㎖
）
に
含
ま
れ
る
食
塩
量
は
約
何
ｇ

で
し
ょ
う
。

　
（
答
え
は
13
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

①
ぽ
ん
酢　
　

②
め
ん
つ
ゆ
（
ス
ト
レ
ー
ト
）

③
焼
肉
の
た
れ
（
甘
口
）

柳井警察署だより
うそ電話詐欺被害から家族を守るために
　県内では、高齢者の方をはじめ、中高年世代や
若い世代の方にまで、うそ電話詐欺の被害が広く
発生しています。
　夏の家族が集まる機会にコミュニケーションを
図り、家族全員が被害に遭うことのないよう気を
つけましょう。

【被害に遭わないためのポイント】
　●電話で、現金やキャッシュカードを要求され
　　たら詐欺！
　●在宅時も留守番電話機能を活用！
　●防犯機能付き電話等の購入を検討！
　●一人で判断せず、すぐに警察へ相談！

　問周防大島幹部交番　☎ 0820（72）0110
　　柳井警察署　　　　☎ 0820（23）0110

他人に“キャッシュカード”を渡さないで！
　電話で、「キャッシュカードを調べる」「暗証番
号を教えて」と言われたら詐欺！警察に通報して
ください！

※
家
の
中
で
も
風
通
し
の
悪
い
場
所

は
要
注
意
！

　

同
じ
家
の
中
で
も
、
風
通
し
の
悪

い
場
所
で
は
熱
が
こ
も
り
や
す
く
、

熱
中
症
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
浴
室
や
ト
イ
レ
、
閉
め
切
っ
た

寝
室
な
ど
も
要
注
意
で
す
。
ま
た
、

窓
の
な
い
台
所
で
火
を
使
っ
た
料
理

を
す
る
場
合
も
熱
中
症
を
起
こ
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

熱
中
症
を
防
ご
う
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　10 月１日から消費税法および地方税法が改正され、消費税率が８％から 10％へ引き上げられることに伴い、
公共料金・使用料等を改定しますので、皆さまのご理解とご協力をお願いします。

公共料金・使用料等 問い合わせ

上・下水道使用料（R2.1 検針分から）
加入負担金

水道課・下水道課
☎７９－１０１１

斎場使用料
ごみ処理手数料

生活衛生課
☎７９－１０１２

しまとぴあスカイセンター使用料
健康増進課
☎７３－５５０４

たちばなケアプラザ使用料
福祉課
☎７７－５５０５

町営久賀駐車場使用料
久賀総合支所
☎７９－１０００

町営橘駐車場使用料
橘総合支所
☎７７－５５００

蒲野農村環境改善センター使用料
沖浦農村環境改善センター使用料

大島総合支所
☎７４－１００１

油田農村環境改善センター使用料
白木多目的共同利用施設使用料

東和総合支所
☎７８－１１１０

屋代共同作業所使用料
自然休養村管理センター使用料
長浦スポーツ海浜スクエア・グリー
ンステイながうら使用料
サン・スポーツランド片添使用料
やしろ郷ふれあいの里使用料
青少年旅行村（逗子ケ浜）使用料
陸奥野営場使用料
総合交流ターミナル（道の駅サザン
セトとうわ）使用料
久賀ふるさと館使用料
ウインドパーク使用料
潮風呂保養館入浴料
遊湯ランド入浴料
竜崎温泉入浴料
陸奥記念館入館料
なぎさ水族館入館料
星野哲郎記念館入館料
スクールバス白木線運賃
奥畑線乗合タクシー運賃

商工観光課
☎７９－１００３

公共料金・使用料等 問い合わせ

橘ふれあいセンター使用料
農産物加工センター使用料
市民農園使用料
東和農林水産物直売所使用料

農林課
☎７９－１００２

漁具保全施設使用料
甲種漁港施設占用料

水産課
☎７９－１００４

道路占用料
建設課
☎７９－１００５

東和総合センター使用料
周防大島文化交流センター観覧料 
日本ハワイ移民資料館入館料
八幡生涯学習のむら使用料  等

社会教育課
社会教育班
☎７８－２２０５

陸上競技場使用料
総合体育館使用料
大島グラウンド・照明施設使用料
Ｂ＆Ｇ海洋センター（体育館・プー
ル・舟艇）使用料
農業者健康管理センター使用料 等

社会教育課
スポーツ振興班
☎７８－５０４８

大島文化センター使用料
大島公民館
☎７４－５３００　

久賀・椋野公民館使用料
椋野北地区学習会館使用料

久賀公民館
☎７２－２２７１

橘・日良居公民館使用料
西安下庄地区学習等供用施設使用料

橘公民館
☎７７－０１００　

町立小・中学校施設使用料
教育委員会 総務課
☎７８－０７００

町立病院病室使用料ほか手数料
病院事業局
☎７４－２３３２

山口県大島防災センター利用料等
総務課
☎７４－１０００

消費税法および地方税法の改正に伴い公共料金・
使用料等を改定します

10 月１日から

※前島、情島、浮島および笠佐島の各航路の運賃等については、国の機関を含め改定協議中です。
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○
調
査
員
の
募
集
に
つ
い
て

■
募
集
人
数

　

若
干
名

■
申
込
期
間

　

8
月
13
日
㈫
～
8
月
23
日
㈮

■
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
を
政
策
企
画
課
広
報

情
報
統
計
班
（
大
島
庁
舎
1
階
）

へ
直
接
お
届
け
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、
政
策
企
画
課
窓

　

口
に
設
置
す
る
ほ
か
、
町
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　

ド
で
き
ま
す
。

■
決
定
ま
で
の
流
れ　
　
　

　

申
込
用
紙
を
お
届
け
い
た
だ
い

た
際
に
、
簡
単
な
面
接
を
行
い
、

調
査
員
要
件
等
を
確
認
し
ま
す
。

そ
の
後
、
選
考
を
行
い
、
結
果
を

郵
送
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

経
済
セ
ン
サ
ス
‐
基
礎
調
査

調
査
員
を
募
集
し
ま
す

　

経
済
セ
ン
サ
ス
‐
基
礎
調
査
は
、
我
が
国
の
す
べ
て
の
産
業
分

野
に
お
け
る
事
業
所
の
活
動
状
態
等
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

事
業
所
・
企
業
を
対
象
と
す
る
各
種
統
計
調
査
の
母
集
団
情
報
を

整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
統
計
法
に
基
づ
く
基
幹
統
計
調
査

で
す
。

　

調
査
員
は
、
各
事
業
所
の
活
動
状
態
を
外
観
等
か
ら
把
握
し
、

新
規
事
業
所
に
は
調
査
票
を
配
布
す
る
業
務
を
行
い
ま
す
。

○
調
査
員
に
つ
い
て

■
任
命
期
間

 

・
第
１
期

　

10
月
1
日
～
11
月
30
日

 

・
第
２
期

　

12
月
1
日
～
令
和
2
年
1
月
31
日

 

・
第
３
期

　

令
和
2
年
2
月
1
日
～
3
月
30
日

※
各
期
毎
に
調
査
員
が
1
人
配
置

　

さ
れ
ま
す
。

■
調
査
員
要
件

⑴
町
内
在
住
の
責
任
を
も
っ
て
調

　

査
事
務
を
遂
行
で
き
る
20
歳
以

　

上
の
方

⑵
秘
密
の
保
護
に
関
し
信
頼
の
お

　

け
る
方

⑶
税
務
・
警
察
に
直
接
関
係
の
な

　

い
方

⑷
選
挙
に
直
接
関
係
の
な
い
方

⑸
暴
力
団
員
そ
の
他
反
社
会
的
勢

　

力
の
構
成
員
に
該
当
し
な
い
方

■
身
分

　

山
口
県
知
事
が
任
命
す
る
非
常

勤
の
地
方
公
務
員

■
報
酬　

　

約
7
万
円

■
業
務
内
容
（
目
安
）

⑴
調
査
員
説
明
会
へ
の
出
席
（
各

　

期
の
開
始
月
上
旬
）

⑵
受
け
持
ち
調
査
区
の
事
業
所
の
把

　

握
と
活
動
状
態
の
確
認
（
各
期
開

　

始
月
中
旬
～
次
月
上
旬
ま
で
）

⑶
新
規
事
業
所
へ
の
調
査
票
の
配

　

布
（
各
期
開
始
月
中
旬
～
次
月

　

上
旬
ま
で
）

⑷
調
査
用
品
の
返
却
（
各
期
次
月

　

下
旬
ま
で
）

※
「
調
査
員
用
端
末
（
タ
ブ
レ
ッ

　

ト
端
末
）」
を
使
用
し
た
調
査
と

　

な
り
ま
す
の
で
、
調
査
員
説
明

　

会
後
か
ら
調
査
開
始
ま
で
の
期

　

間
で
操
作
練
習
等
を
し
て
い
た

　

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

政
策
企
画
課 

広
報
情
報
統
計
班

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
７

◆山口選挙区
候補者名 得票数

林　よしまさ ６，１４１
竹本　秀之 ２３６
かわい　美和子 ４４０
大内　一也 １，６７０

（届出順）

◆比例代表
政党等の名称 得票数

日本共産党 434. 170

自由民主党 4,790. 982

オリーブの木 19. 000

社会民主党 78. 000

公明党 1,222. 678

国民民主党 384. 000

日本維新の会 243. 000

幸福実現党 71. 000

立憲民主党 830. 083

労働の解放をめざす労働者党 14. 000

ＮＨＫから国民を守る党 59. 000

安楽死制度を考える会 14. 000

れいわ新選組 231. 081

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　（届出順）

当日有権者数 １４，５９３人

投票者数
選挙区 ８，７２９人

比例代表 ８，７２９人

投票率
選挙区 ５９．８２％

比例代表 ５９．８２％

　比例代表における得票数には、政党等の得票数と
名簿搭載者の得票数を含んでいます。

令和元年７月 21 日執行　第 25 回参議院議員通常選挙結果

■問い合わせ　周防大島町選挙管理委員会　☎０８２０（７４）１０００
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　今年の 10 月に予定されている消費税率引き上
げが家計に与える影響を緩和するとともに、地域
の消費を下支えするために「周防大島町プレミア
ム付商品券」を販売します。
■購入対象者
①住民税非課税者　平成 31 年 1 月 1 日時点で周
　防大島町に住民登録があり、平成 31 年度の住
　民税（均等割）が課税されていない方。ただし、
　住民税が課税されている方に扶養されている方、
　生活保護の受給者等は除きます。
②子育て世帯の世帯主　令和元年 6 月 1 日時点等
　で周防大島町に住民登録があり、平成 28 年 4
　月 2 日から令和元年 9 月 30 日までに生まれた
　お子さまがいる世帯の世帯主
■購入限度額
 ・①の該当者は、おひとりにつき、最大 2.5 万円
　分の商品券を 2 万円で購入できます。
 ・②の該当者は、お子さまおひとりにつき、最大 2.5
　万円の商品券を 2 万円で購入できます。
 ・①、②両方に該当する方は両方の立場で商品券
　を購入いただけます。

■申請手続き
　①の該当者には 8 月上旬に申請書を郵送してい
ます。②の該当者は申請不要です。9 月下旬に購
入引換券を郵送します。
■申請先　
　福祉課または各総合支所・出張所（郵送可）
■申請期間　
　11 月 30 日㈯まで
■販売場所　
　町内の郵便局（浮島簡易郵便局は除く）で購入
引換券・本人確認書類を示し商品券を現金にて購
入してください。
■販売期間　
　10 月 1 日㈫～令和 2 年 1 月 31 日㈮まで
■使用方法　
　商品券は町内の使用可能な店舗でご使用くださ
い。商品券の使用可能な店舗につきましては、町
ホームページ・チラシ等で周知いたします。
■使用期間　
　10 月 1 日㈫～令和 2 年 2 月 29 日㈯まで

『周防大島町プレミアム付商品券』を販売します

　町では事業で発行する商品券の取り扱いにご協
力いただける店舗・事業所等を募集します。
■募集期間　
　12 月 20 日㈮まで
■資格要件　
　周防大島町内に立地する店舗・事業所等（個人
事業主を含む）であること。周防大島町プレミア
ム付商品券実施要綱を遵守すること。

■登録申請手続き　
　「周防大島町プレミアム付商品券特定事業者登録
申請書」を福祉課または各総合支所へ提出してく
ださい（郵送可）。申請書は、福祉課および各総合
支所に備え付けています。また、町ホームページ
からもダウンロードできます。

周防大島町プレミアム付商品券の特定事業者（取扱店舗）を募集します

　

！
「プレミアム付商品券」を装う
“振り込め詐欺”や“個人情報の詐取”にご注意ください。
　町や内閣府などをかたった不審な電話や郵便があった場
合は、福祉課や周防大島幹部交番（0820‐72‐0110）また
は警察相談専用電話（#9110）にご連絡ください。

周防大島町プレミアム付商品券事業を実施します　　　

問福祉課 民生福祉班　☎ 0820（77）5505　

２５％もお得な
プレミアム付商品券

カクニャン
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▲結団式において認定証が授与されました。
（前列右から、松本さん、椎木町長、藤村さん、 

  後列右から、今尾さん、岡原さん、湧川さん、森さん）

※久賀小・三蒲小・沖浦小・油田小・島中小は５月に
　開催しました。

学校名 実施予定日 雨天の場合 開始予定時刻

明新小学校 ９月 15 日 ９月 16 日 9:00

森野小学校 ９月 29 日 ①９月 30 日
② 10 月１日 9:00

城山小学校 ９月 21 日 ①９月 22 日
②９月 23 日 9:00

浮島小学校 ９月 28 日 ９月 29 日 9:00

安下庄小学校 ９月 22 日 ９月 23 日 9:00

久賀中学校 ９月８日 同日講堂にて実施 9:30

大島中学校 ９月８日 ９月９日 8:45

東和中学校 ９月８日 同日町総合体育館
にて実施 9:00

安下庄中学校 ９月７日 ９月８日 9:00

町立小中学校運動会の日程について

問健康増進課健康づくり班
　☎ 0820（73）5504

〈作り方〉
①干ししいたけを水で戻してせん切りにする。（戻し汁はとっておく）
　たまねぎは薄切り、にんじんはせん切りにする。
②木綿豆腐は１～２㎝角に切る。ねぎは小口切りにする。
③フライパンに油をひいて熱し、鶏ひき肉と①の具材を炒める。油 
　が全体に回ったら、しいたけの戻し汁を分量加えて煮る。
④煮立ったら豆腐を加えてひと煮立ちさせ、A の調味料を加えて混ぜ
　る。溶き卵を回し入れて全体を混ぜて火を止める。
⑤器にごはんを盛り、④をかけて最後にねぎを散らす。

【１人分の栄養素量】
エネルギー  408kcal、たんぱく質  15.5g、
脂質  9.2g、食物繊維  1.8g、食塩相当量  1.1g

お 豆 腐 ど ん ぶ り

　今回は５月号に続いて町内学校給食センターの栄養士さんにご協力をいただき、学校給食で提供さ
れているメニューを紹介します。干ししいたけのうま味やしょうがの風味が効いてちょび塩でもおい
しく、また野菜やきのこ、豆腐が入ってヘルシーな一品です。ご家庭でもぜひ作ってみてください。

〈材料〉（２人分）
 鶏ひき肉 ··················· ５０ｇ
 木綿豆腐 ················ １００ｇ
 卵 ······························· １個
 たまねぎ ··················· ５０ｇ
 にんじん ··················· ４０ｇ
 干ししいたけ ················ ２枚
 油 ···················· 小さじ１/ ２

 干ししいたけ戻し汁 ···· １００㎖
 砂糖 ················· 小さじ１/ ２
 酒 ···················· 小さじ１/ ２
 しょうゆ ················ 小さじ２
 しょうが（おろし）··· 小さじ１/ ２
 ねぎ ···························· ５ｇ
 ごはん ··················· ３００ｇ

ち ょ び 塩 夏 レ シ ピ ♪

　７月 29 日、町が英語の語学力向上の一環として行
う、フィリピンセブ島への語学留学の結団式が大島庁
舎で行われました。
　５回目となる今回は、町内在住の高校生を対象に募
集し、徳山高校１年生の藤村真里さん、松本響輝さん、
柳井高校３年生の今尾雪乃さん、大島商船高専２年生
の岡原愛留さん、同校３年生の湧川雄太さん、森彰太
さんが参加することになりました。
　６人は、和木町と阿武町から参加する７人と共に８
月４日～ 17 日までの２週間、周防大島町と協定を結
ぶ山口大学の協力を得て、セブ島の語学学校で、マン
ツーマン指導により英語を学びます。

フィリピンセブ島への語学留学

Ａ
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中
高
一
貫
教
育
だ
よ
り 

②   
「
中
高
一
貫
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」

　

５
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、
周
防
大
島
高

校
を
会
場
に
「
中
高
一
貫
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
を

行
い
ま
し
た
。
連
携
中
学
校
出
身
の
一
年
生
を
対

象
に
、
連
携
中
学
校
の
教
員
が
高
校
生
活
の
悩
み

等
の
相
談
に
乗
り
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
久
し
ぶ
り
に
恩
師
に
会
う
こ
と
が

で
き
、「
懐
か
し
い
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
後
は
「
中
学
校
で
い
ろ
い
ろ
お

世
話
に
な
っ
た
先
生
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
話
せ
た
内

容
も
あ
っ
た
。」「
入
ろ
う
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た

部
活
動
に
入
っ
た
の
で
心
配
が
あ
っ
た
が
、
先
生

に
面
談
し
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
一
生
懸
命

頑
張
ろ
う
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。」「
面
談
の
時

間
は
と
て
も
良
い
時
間
だ
っ
た
。」
等
の
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。

　

面
談
後
の
生
徒
の
表
情
は
み
な
さ
わ
や
か
。

信
頼
関
係
の
も
と
、
い
ろ
い
ろ
な
相
談
が
で

き
た
こ
の
カ

ウ
ン
セ
リ
ン

グ
は
、
こ
れ

か
ら
の
高
校

生
活
を
充
実

さ
せ
る
良
い

き
っ
か
け
に

な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

〝
届
け
よ
う
、
服
の
チ
カ
ラ
〟
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

周
防
大
島
高
校
で
は
、
不
要
に
な
っ
た
子
ど
も

服
を
回
収
し
世
界
中
の
難
民
の
子
ど
も
た
ち
に
送

る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
連
難
民

高
等
弁
務
官
事
務
所（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）と
㈱
フ
ァ
ー

ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
（
ユ
ニ
ク
ロ
・
ジ
ー
ユ
ー
）

と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
に
取
り
組
む
、

生
徒
向
け
の
学
習
活
動
で
、
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

で
あ
る
本
校
は
４
年
前
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
回
収
の
呼
び
か
け
に
対
す
る
地

域
の
皆
さ
ま
方
か
ら
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、

１
０
３
８
着
の
子
ど
も
服
を
集
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
服
を
、
ユ
ニ
ク
ロ
を
通
し
て

コ
ロ
ン
ビ
ア
で
暮
ら
す
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
避
難
民
に
届

け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
服
を
お
渡
し
し
た
子
ど
も

達
の
姿
を
写
し
た
フ
ォ
ト
レ
ポ
ー
ト
が
学
校
に
届

き
、
生
徒
達
は
世
界
と
自
分
達
が
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
８
月
か
ら
10
月
の
「
安
下
庄
海
の
市
」

等
で
回
収
活
動
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
回
収
期
間　

10
月
末
日
ま
で　

■
回
収
対
象　

子
ど
も
服
（
赤
ち
ゃ
ん
用
～

　

１
６
０
㎝
）
※
大
人
用
の
服
は
対
象
外
で
す
。

■
お
願
い
事
項
（
厳
守
事
項
）

①
洗
濯
し
た
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

②
下
着
・
靴
下
・
小
物
は
回
収
不
可
で
す
。

③
周
防
大
島
高
校
に
直
接
お
届
け
い
た
だ
い
て
も

　

対
応
い
た
し
ま
す
。（
窓
口
：
河
田
）

■
問
い
合
わ
せ　

周
防
大
島
高
等
学
校

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
１
０
４
８

▲中高一貫カウンセリングの様子

周
防
大
島
町
母
子
保
健
推
進
協
議
会
東
和
支
部　

桑
野
ふ
じ
枝

　

現
在
、
周
防
大
島
町
に
未
就

学
の
お
子
さ
ん
が
何
人
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
皆
さ
ん
ご
存
知
で
す

か
？
最
近
、ご
近
所
で
、赤
ち
ゃ

ん
の
泣
き
声
を
聞
か
れ
る
こ
と

が
め
ず
ら
し
く
な
り
ま
し
た
。

私
の
住
む
地
区
は
特
に
、
隣
の

地
域
と
の
距
離
が
あ
る
た
め
、

子
ど
も
同
士
が
遊
ぶ
の
も
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
東
和
地
区
の
４
つ

の
保
育
園
に
通
っ
て
い
る
子
ど

も
た
ち
が
一
緒
に
遊
ぶ
機
会
を

設
け
よ
う
と
、
昨
年
に
引
き
続

き
交
流
会
を
開
催
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
46
名
の
園
児
と
、
保

育
士
さ
ん
、
そ
し
て
私
た
ち
母

推
の
総
勢
71
名
が
会
場
に
集
ま

り
ま
し
た
。
目
を
く
り
く
り
さ

せ
て
、
見
入
っ
て
く
れ
た
劇
や
、

張
り
切
っ
て
参
加
し
て
く
れ
た

ゲ
ー
ム
で
は
、
お
友
達
を
応
援

す
る
声
が
、
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い

に
響
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
と
元
気
い
っ
ぱ
い
な
姿

に
出
会
え
て
、
胸
が
い
っ
ぱ
い

に
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
母
推
は
、
お
父
さ
ん

や
お
母
さ
ん
た
ち
に
周
防
大
島

町
で
子
育
て
で
き
て
よ
か
っ
た

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
見
守
る
、
身
近
な
応
援
団

で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。▲交流会の様子
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　全小中学校に空調設備設置完了

　社会を明るくする運動

　７月１日、町内全小中学校の普通教室に空調設備が整備
されたことを祝うセレモニーが久賀小学校で行われました。
　講堂で行われた式では、椎木町長が「エアコンがついて
快適な環境の中で、はりきって勉強していただきたい」と
あいさつしました。
　町内小中学校への空調設備の設置については、米軍再編
交付金などを活用して、平成 28 年度から設置されていな
い小中学校へ順次工事に着手し、今年の６月末に全ての普
通教室への整備を終えました。

▲３年生の教室でエアコンのスイッチを入れる椎木町長
と児童の皆さん

　７月１日、「社会を明るくする運動」を広く周知するた
め、大島保護区保護司会と大島地区更生保護女性会が中
心となり、町内をパレードし街頭宣伝を行うとともに、
各庁舎で内閣総理大臣からのメッセージを伝達しました。
　社会を明るくする運動は、犯罪や非行の防止と、罪を
犯した人たちの更生への理解を深める全国的な運動です。
７月は運動の強化月間となっており、各地でキャンペー
ンが行われました。

　オリンピックメダリストから学ぶ

　７月６日、町陸上競技場でＮＨＫジュニアスポーツ教
室が開催され、町内の中学生 61 人が参加しました。
　講師は、北京オリンピック 400 ｍリレー銀メダリスト
の高平慎士 氏。生徒たちは、ゲームを交え、自分で考え
て動くことや体の動かし方などを楽しく学びました。
　高平氏は、「与えられた環境の中で、どういう風に自分
で考え、クオリティーを上げていくかということをすご
く大事にしてほしい」と、人に頼るのではなく、自分で
考えることの大切さを伝えました。

▲大島庁舎では保護司会の新山会長から椎木町長にメッセー
ジが伝達されました

▲スポーツ教室の様子
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【Ｐ６ちょび塩クイズ答え：① 1.5g　② 0.5g　③ 0.9 ｇ】
　食事がきちんと取れていれば、熱中症対策として多く
の食塩を摂る必要はありません。

　サタフラがはじまりました！

　今年もはじまりました、サタフラことサタデーフラ。
　初日となる７月 13 日は、あいにくの雨天となりまし
たが、グリーンステイながうらのレインボーアリーナ
にてオープニングフェスタが行われ、町内外から参加
の 13 グループがフラを披露しました。
　サタフラは、８月 31 日までの毎週土曜日、グリーン
ステイながうら、Ｈ＆Ｒサンシャインサザンセト、道
の駅サザンセトとうわ、竜崎温泉、八幡生涯学習のむ
らで開催されます。

　海と自然に親しむ

　７月 15 日の海の日、横見のＢ＆Ｇ海洋センターの艇庫
において、カヌー教室が開催されました。
　この教室は、海と自然に親しんでもらうことを目的に
開かれ、遠くは岡山県、広島県からの参加がありました。
　参加した 62 名は、カヌー、カッターやバナナボートを
体験しました。

▲艇庫～彦島間（片道約１km）を往復！

　

こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊（
観

光
協
会
）
の
篠
原
で
す
。

　
「
大
島
な
ら
で
は
」
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
星
野
哲
郎
先
生
に
ち
な
ん
で
観
光
協

会
が
主
催
す
る
カ
ラ
オ
ケ
大
会
「
星
野
哲

郎
え
ん
歌
の
里
★
ふ
る
さ
と
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
」
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
3
シ
ー
ズ

ン
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

見
事
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
く
と
、
な
ん

と
Ｃ
Ｄ
デ
ビ
ュ
ー
、
そ
し
て
業
務
用
通
信

カ
ラ
オ
ケ
に
自
分
の
曲
が
搭
載
さ
れ
ま

す
。
3
代
目
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
決
め
る「
決

勝
大
会
」
の
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
べ
く
、
各

種
予
選
大
会
に
町
内
は
も
と
よ
り
、
町
外

か
ら
も
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　

予
選
大
会
の
中
で
も
、
町
民
の
方
の
み

が
エ
ン
ト
リ
ー
で
き
る
大
会
「
島
カ
ラ
」

が
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。
７
月

12
日
に
行
わ
れ
た
「
島
カ
ラ
王 

予
選
会
」

に
は
、
町
内
の
各
地
区
か
ら
総
勢
20
名
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
星
野
部
門
や

デ
ュ
エ
ッ
ト
部
門
の
エ
ン
ト
リ
ー
も
あ
っ

て
、
大
盛
況
で
し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
最
後

と
な
る
８
月
30
日
の
予
選
会
に
は
、
皆
さ

ん
の
地
元
か
ら
も
出
場
さ
れ
る
方
が
い
る

の
で
は
？

　

9
月
8
日
に
は
、
予
選
通
過
者
12
名
に

よ
る
「
島
カ
ラ
王
決
定
戦
」
が
、
午
後
３

時
か
ら
久
賀
公
民
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
今
年
の
島
カ
ラ
王
が
決
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
3
位
ま
で
の
入
賞
者
は
、
町
民
代

表
と
し
て
10
月
20
日
に
開
催
さ
れ
る
「
ふ

る
さ
と
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
決
勝
大
会
」
に

出
場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

応
援
や
観
覧
、
ま
た
は
エ
ン
ト
リ
ー
し

て
み
た
い
方
な
ど
、
詳
し
く
は
観
光
協
会

ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

周防大島観光協会
☎０８２０（７２）２１３４

▲７月 12 日の島カラ王 予選会の様子

しましまタイムス

ＳＨＩＭＡＳＨＩＭＡ　ＴＩＭＥＳ

地域おこし協力隊員　 篠原哲夫の

10

▲初日のフィナーレは、周防大島のグループがフラを披露！
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周
防
大
島
町
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
（
水
産
振
興
）
を
募

集
し
ま
す

　

周
防
大
島
町
の
水
産
業
の
振
興
を

は
か
る
た
め
、
町
や
漁
協
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て
、
地
域
の
水
産
業
や

漁
村
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

■
業
務

 

・
周
防
大
島
町
の
水
産
業
や
、
水

　

産
物
に
関
す
る
魅
力
を
発
掘
し
、

　

町
広
報
や
Ｈ
Ｐ
等
を
活
用
し
て

　

情
報
を
発
信
す
る
。

 

・
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
事

　

業
・
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
実
施
・

　

支
援
を
行
い
、
集
客
数
や
販
売

　

額
の
増
加
を
は
か
る
。

 

・
水
産
物
の
栄
養
特
性
、
魚
介
類

　

の
調
理
法
等
の
食
育
や
、
水
産

　

物
の
消
費
拡
大
に
つ
な
が
る
事

　

業
・
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
実
施
・

　

支
援
を
行
い
、
魚
食
の
普
及
を

　

推
進
す
る
。

 

・
地
域
の
水
産
物
を
使
用
し
た
特

　

産
品
や
、
有
害
生
物
・
低
価
格

　

魚
等
を
利
用
し
た
加
工
品
等
の

　

商
品
開
発
を
行
う
。

 

・
そ
の
他
目
的
達
成
に
資
す
る
活

　

動
を
行
う
。

■
募
集
人
数
等

　

社
会
経
験
の
あ
る
概
ね
25
歳
以

上
の
方　

１
名

■
応
募
要
件

  

・
３
大
都
市
圏
な
ど
都
市
地
域
等

　

に
住
民
票
を
有
し
、
委
嘱
後
に

　

周
防
大
島
町
に
住
民
票
を
移
す

　

こ
と
が
で
き
る
方
（
応
募
の
対

　

象
と
な
る
地
域
要
件
に
つ
い
て

　

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

 
・
普
通
自
動
車
免
許
を
取
得
し
て

　

い
る
方

 

・
パ
ソ
コ
ン
操
作
や
イ
ン
タ
ー
ネ

　

ッ
ト
の
利
用
が
可
能
な
方

 

・
心
身
共
に
健
康
で
、
業
務
に
取

　

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
方

 

・
地
域
協
力
活
動
に
意
欲
と
情
熱

　

を
持
っ
て
い
る
方

■
勤
務
時
間

　

1
日
7
時
間
45
分
、
1
週
38
時

間
45
分
を
基
準
と
し
ま
す
。

■
勤
務
地

　

周
防
大
島
町
内
（
業
務
に
よ
り

町
外
で
の
活
動
も
あ
り
ま
す
）

■
着
任
日

　

11
月
1
日
以
降
（
応
相
談
）

※
委
嘱
期
間
は
年
度
毎
に
更
新
、

　

最
長
３
年
間
更
新
で
き
ま
す
。

■
報
酬
等

　

月
額
17
万
１
３
０
０
円

■
申
込
受
付

　

9
月
30
日
㈪
ま
で 

■
応
募
方
法

　

提
出
書
類
に
よ
り
書
類
審
査
を

行
い
ま
す
。
審
査
結
果
は
全
員
に

通
知
し
ま
す
。

 

・
応
募
用
紙

 

・
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

 

・
レ
ポ
ー
ト
「
私
が
周
防
大
島
町

　

で
取
り
組
み
た
い
こ
と
」

　
（
１
０
０
０
字
程
度
）

 

・
住
民
票
の
抄
本

※
応
募
用
紙
は
水
産
課
で
お
渡
し

　

し
ま
す
。
ま
た
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
も
印
刷
で
き
ま
す
。
提

　

出
書
類
は
郵
送
ま
た
は
直
接
お

　

届
け
く
だ
さ
い
。
返
却
は
い
た

　

し
ま
せ
ん
。

■
選
考
等

 

・
書
類
審
査
合
格
者
と
面
接
を
行

　

い
、
隊
員
を
決
定
し
ま
す
。
面

　

接
に
要
す
る
交
通
費
等
は
自
己

　

負
担
と
し
ま
す
。

 

・
結
果
に
つ
い
て
は
２
週
間
以
内

　

に
全
員
に
通
知
し
ま
す
。
選
考

　

内
容
に
つ
い
て
は
お
答
え
で
き

　

ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
７
４
２
‐
２
３
０
１

　

周
防
大
島
町
久
賀
５
１
３
４

　

周
防
大
島
町
水
産
課

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
４

　

 suisan@
tow

n.suo-oshim
a. 

　

 lg.jp

海
上
保
安
大
学
校
学
生
募
集

■
応
募
資
格

　

令
和
２
年
３
月
ま
で
に
高
等
学

校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

見
込
み
の
方
お
よ
び
卒
業
後
５
年

を
経
過
し
て
い
な
い
方

■
申
込
期
間
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

　

８
月
22
日
㈭
～
９
月
２
日
㈪

■
第
１
次
試
験
日

　

10
月
26
日
㈯
、
10
月
27
日
㈰

※
詳
し
く
は
、
海
上
保
安
庁
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

柳
井
海
上
保
安
署

☎
０
８
２
０
（
２
３
）
２
２
５
０

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
お
よ
び

町
営
住
宅
等
の
入
居
者
募
集

●
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

■
各
住
宅
の
募
集
戸
数

東
和
地
区
沖
家
室
住
宅　
　

 

１
戸

橘
地
区
お
れ
ん
じ
ヒ
ル
ズ　

 

４
戸

■
入
居
資
格

 

・
入
居
し
よ
う
と
す
る
方
全
員
（
申

　

込
家
族
）
の
控
除
後
の
所
得
の

　

合
計
額
が
月
額
で
15
万
８
千
円

　

以
上
48
万
７
千
円
以
下

 
・
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を

　

必
要
と
し
て
い
る
人
（
特
定
公

　

共
賃
貸
住
宅
入
居
者
お
よ
び
持

　

ち
家
の
あ
る
方
は
、
入
居
申
し

　

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
）

 

・
原
則
成
人
し
て
い
る
方

 

・
地
方
税
完
納
者

 

・
公
営
住
宅
家
賃
完
納
者

 

・
申
込
者
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

　

す
る
親
族
が
暴
力
団
員
で
な
い

　

こ
と

※
単
身
入
居
可

※
連
帯
保
証
人
2
名
が
必
要
に
な

　

り
ま
す
。（
町
営
住
宅
入
居
者
不

　

可
）

※
敷
金
（
家
賃
の
3
カ
月
分
）
の

　

納
付
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
犬
・
猫
等
の
ペ
ッ
ト
を
飼
う
こ

　

と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
町
営
住
宅
等

■
各
住
宅
の
募
集
戸
数

久
賀
地
区
新
開
団
地
住
宅 　

２
戸

久
賀
地
区
新
開
団
地
住
宅 

（
高
齢
者
専
用
）　　
　
　

     

１
戸

久
賀
地
区
八
幡
住
宅　
　
　

 

５
戸

久
賀
地
区
八
幡
住
宅　

 

（
高
齢
者
専
用
）　　

 　

 　

   

２
戸

久
賀
地
区
西
ヶ
原
住
宅　
　

 

６
戸

久
賀
地
区
向
津
原
上
住
宅　

 

３
戸

久
賀
地
区
向
津
原
下
住
宅　

 

８
戸

大
島
地
区
五
反
田
住
宅　
　

 

１
戸

大
島
地
区
小
田
住
宅　
　
　

 

１
戸

大
島
地
区
第
二
中
塚
住
宅　

 

３
戸

東
和
地
区
伊
保
田
住
宅　
　

 

１
戸

東
和
地
区
西
方
住
宅　
　
　

 

４
戸

東
和
地
区
平
野
住
宅　
　
　

 

１
戸

募　
　

集

ﾒｰﾙ
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お知らせ８月

東
和
地
区
船
越
住
宅　
　
　

 

１
戸

橘
地
区
日
良
居
住
宅　
　
　

 

２
戸

橘
地
区
和
戸
住
宅 　
　
　
　

２
戸

橘
地
区
お
れ
ん
じ
ヒ
ル
ズ　

 

１
戸

橘
地
区
西
浦
住
宅

（
単
身
者
用
） 　
　
　
　
　
　

１
戸

橘
地
区
栄
住
宅　
　
　
　
　

 
14
戸

橘
地
区
栄
住
宅

（
単
身
者
用
）　　
　
　
　
　

 
２
戸

■
入
居
資
格

 

・
入
居
し
よ
う
と
す
る
方
全
員
（
申

　

込
家
族
）
の
控
除
後
の
所
得
の

　

合
計
額
が
月
額
で
15
万
８
千
円

　

以
下
（
た
だ
し
、
高
齢
者
・
障

　

害
者
等
の
世
帯
は
21
万
４
千
円

　

以
下
）

 

・
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ

　

る
人
（
単
身
入
居
可
の
住
宅
に

　

単
身
入
居
す
る
場
合
を
除
く
）

 

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

　

と
が
明
ら
か
な
人
（
町
営
住
宅

　

入
居
者
、
持
ち
家
の
あ
る
方
は
、

　

入
居
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
）

 

・
原
則
成
人
し
て
い
る
方

 

・ 

地
方
税
完
納
者

 

・ 

申
込
者
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

　

す
る
親
族
が
暴
力
団
員
で
な
い

　

こ
と

※
単
身
入
居
可
の
住
宅
は
広
さ
に

　

制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
障
害
者
の
方
は
単
身
で
も
申
し

　

込
み
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
日

　

常
生
活
（
歩
行
、
自
炊
お
よ
び

　

食
事
、
着
脱
衣
、
入
浴
、
排
泄
等
）

　

に
支
障
が
あ
る
方
は
、
入
居
申

　

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
連
帯
保
証
人
2
名
が
必
要
に
な

　

り
ま
す
。（
町
営
住
宅
入
居
者
不

　

可
）

※
敷
金
（
家
賃
の
3
カ
月
分
）
の

　

納
付
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
犬
・
猫
等
の
ペ
ッ
ト
を
飼
う
こ

　

と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
申
込
期
間
・
選
考
方
法
等
に
つ

い
て
（
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
・
町

営
住
宅
等
に
共
通
）

■
申
込
期
間

　

８
月
15
日
㈭
～
８
月
30
日
㈮

■
選
考
方
法

　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
公
開

抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
な
お
、

申
込
締
切
日
ま
で
に
応
募
の
な
い

住
宅
に
つ
い
て
は
、
申
込
締
切
後

４
週
間
に
限
り
先
着
順
で
申
し
込

み
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

■
家
賃　

　

入
居
者
全
員
の
所
得
に
応
じ
て

算
出
し
ま
す
。

■
入
居
に
つ
い
て

　

入
居
可
能
日
以
降
（
請
書
等
必

要
書
類
が
揃
い
次
第
順
次
入
居
可

能
日
を
決
定
し
ま
す
）

※
申
込
方
法
な
ど
の
詳
し
い
こ
と

　

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
応
募
要
項
お
よ
び
申
込

　

書
等
は
生
活
衛
生
課
、
総
合
支

　

所
お
よ
び
出
張
所
に
て
お
渡
し

　

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　

ド
で
き
ま
す
。
特
定
公
共
賃
貸

　
住
宅
と
町
営
住
宅
等
で
は
、
申

　
し
込
み
の
際
に
提
出
す
る
書
類

　
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

　
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

生
活
衛
生
課 

公
営
住
宅
班　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
１
０

自
衛
官
等
募
集

○
防
衛
大
学
校
学
生

■
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
方
で
高
卒

者
（
見
込
み
含
む
）
ま
た
は
高
専
３

年
次
修
了
者
（
見
込
み
含
む
）

■
受
付
期
間

 

・
推
薦　
　

　

９
月
５
日
㈭
～
９
月
９
日
㈪

 

・
総
合
選
抜 

　

９
月
５
日
㈭
～
９
月
９
日
㈪

 

・
一
般　

　

９
月
５
日
㈭
～
９
月
30
日
㈪

■
試
験
日

 

・
推
薦　
　

　

９
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰

 

・
総
合
選
抜

　

９
月
28
日
㈯

 

・
一
般　

　

11
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰

※
総
合
選
抜
と
一
般
は
第
１
次
試
験
日

○
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

■
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
方
で
高
卒

者
（
見
込
み
含
む
）
ま
た
は
高
専
３

年
次
修
了
者
（
見
込
み
含
む
）

■
受
付
期
間

　

９
月
５
日
㈭
～
９
月
30
日
㈪

■
第
１
次
試
験
日

　

10
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

○
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

■
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
方
で
高
卒

者
（
見
込
み
含
む
）
ま
た
は
高
専
３

年
次
修
了
者
（
見
込
み
含
む
）

■
受
付
期
間

　

９
月
５
日
㈭
～
９
月
30
日
㈪

■
第
１
次
試
験
日

　

10
月
19
日
㈯

■
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部

　

柳
井
地
域
事
務
所

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
８
１
９
９

再
就
職
を
応
援
し
ま
す
！

看
護
職
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
研
修

受
講
者
募
集

　

看
護
の
職
場
か
ら
離
れ
、
再
就

職
が
不
安
！
子
育
て
中
、
そ
ろ
そ

ろ
復
帰
し
た
い
！
注
射
の
技
術
を

再
確
認
し
た
い
！

　

そ
ん
な
方
、
地
域
の
病
院
・
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
研
修
を

受
け
て
再
出
発
し
ま
せ
ん
か
？

■
対
象　

　

未
就
業
の
看
護
職

■
募
集
期
間　

　

随
時

■
研
修
期
間　

　

３
日
～
５
日
間

■
研
修
会
場　

　

県
内
25
カ
所
の
協
力
施
設

■
内
容　

　

看
護
に
つ
い
て
講
義
・
演
習
・

見
学
実
習

■
受
講
料　

　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

山
口
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
（
山

口
県
看
護
協
会
内
）

☎
０
８
３
５
（
２
４
）
５
７
９
１
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成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー

ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
に
よ
る
司
法

書
士
無
料
成
年
後
見
相
談
会

　

成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
や
知

的
障
害
・
精
神
障
害
等
に
よ
り
判
断

能
力
が
不
十
分
な
方
々
が
、
財
産
侵

害
を
受
け
た
り
、
人
間
と
し
て
の
尊

厳
が
損
な
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、
法
律
面
や
生
活
面
で
保

護
・
支
援
す
る
身
近
な
し
く
み
で
す
。

本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
養
護
者
の
方
々

の
不
安
や
相
談
に
お
応
え
し
ま
す
。

■
対
象
者

①
認
知
症
や
知
的
障
害
・
精
神
障
害

　

等
に
よ
り
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方

②
将
来
、
判
断
能
力
が
な
く
な
っ
た

　

ら
ど
う
し
よ
う
と
不
安
が
あ
る
方

③ 

①
、
②
の
方
を
支
え
る
家
族
、

　

支
援
者
、
福
祉
関
係
者
、
一
般
住
民

■
相
談
内
容

　

成
年
後
見
に
関
す
る
相
談

■
相
談
方
法　

　

９
月
２
日
㈪
か
ら
30
日
㈪
の
期
間

（
原
則
平
日
）
に
、
相
談
者
が
希
望

す
る
県
内
の
場
所
へ
当
セ
ン
タ
ー
の

相
談
員
（
家
庭
裁
判
所
提
出
名
簿
登

載
司
法
書
士
）
が
訪
問
し
、
相
談
を

受
け
ま
す
。相
談
日
時
に
つ
い
て
は
、

相
談
員
と
直
接
調
整
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

■
予
約
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
相
談

内
容
・
希
望
す
る
場
所
を
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
郵
送
す
る
こ
と
に
よ
り
予
約

を
受
け
付
け
ま
す
。

■
予
約
受
付
期
間

　

８
月
19
日
㈪
～
９
月
30
日
㈪

※
土
日
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
正

　

午
、
午
後
１
時
～
５
時

■
予
約
先

〒
７
５
３
‐
０
０
４
８

　

山
口
市
駅
通
り
二
丁
目
９
‐
15

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
山
口
相
談
予
約
係

　

０
８
３
（
９
２
１
）
０
４
７
５

■
問
い
合
わ
せ

　

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ

ル
サ
ポ
ー
ト
山
口
支
部

☎
０
８
３
（
９
２
４
）
５
２
２
０

行
政
書
士
無
料
電
話
相
談

■
実
施
日
時

　

10
月
１
日
㈫
・
２
日
㈬

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
相
談
受
付
電
話
番
号

☎
０
１
２
０
（
３
２
６
）
１
２
１

■
相
談
内
容

　

相
続
・
遺
言
・
自
動
車
・
建
設

業
・
法
人
設
立
・
契
約
・
内
容
証
明
・

農
地
転
用
・
公
正
証
書
・
営
業
許

可
・
国
際
業
務
・
成
年
後
見
・
産

業
廃
棄
物
・
交
通
事
故
・
告
訴
状
・

著
作
権
な
ど
に
関
す
る
こ
と

■
相
談
員

　

山
口
県
行
政
書
士
会
の
行
政
書

士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
行
政
書
士
会

☎
０
８
３
（
９
２
４
）
５
０
５
９

母
子
家
庭
等
高
等
職
業
訓
練
促

進
給
付
金
事
業
の
お
知
ら
せ

　

看
護
師
等
経
済
的
自
立
に
効
果

的
な
資
格
を
取
得
す
る
た
め
１
年

以
上
養
成
機
関
で
修
業
す
る
場
合

に
、
生
活
費
の
負
担
軽
減
の
た
め

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
を
支

給
す
る
と
と
も
に
、
養
成
課
程
の

修
了
後
に
修
了
支
援
給
付
金
を
支

給
し
ま
す
。

■
対
象
者　

　

町
内
に
居
住
す
る
母
子
家
庭
の

母
ま
た
は
父
子
家
庭
の
父
で
、
次

の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
方

 

・
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

　

て
い
る
か
、
同
様
の
所
得
水
準

　

に
あ
る
方

 

・
養
成
機
関
で
１
年
以
上
の
カ
リ

　

キ
ュ
ラ
ム
を
修
業
し
、
対
象
資

　

格
の
取
得
が
見
込
ま
れ
る
方

 

・
就
業
ま
た
は
育
児
と
、
修
業
の

　

両
立
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
方

 

・
過
去
に
同
一
の
給
付
を
受
給
し

　

て
い
な
い
方

■
対
象
と
な
る
資
格

　

看
護
師
・
准
看
護
師
、
保
健
師
・

助
産
師
、
介
護
福
祉
士
、
保
育
士
、

歯
科
衛
生
士
、
美
容
師
、
調
理
師

な
ど

■
給
付
金
の
支
給
額
お
よ
び
支
給

対
象
期
間

　

修
業
期
間
の
内
、
最
長
４
年
間

に
支
給
し
ま
す
。

 

・
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

①
町
民
税
非
課
税
世
帯　

　

月
額
10
万
円
（
修
業
期
間
の
最

　

後
の
12
カ
月
は
、
月
額
14
万
円
）

②
町
民
税
課
税
世
帯　

　

月
額
７
万
５
０
０
円
（
修
業
期

　

間
の
最
後
の
12
カ
月
は
、
月
額

　

11
万
５
０
０
円
）

 

・
修
了
支
援
給
付
金（
修
了
後
支
給
）

①
町
民
税
非
課
税
世
帯　

５
万
円

②
町
民
税
課
税
世
帯 

２
万
５
千
円

■
給
付
金
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き

　

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
受
験
前
の
事

前
相
談
が
必
要
で
す
。
面
談
に
よ

り
、
資
格
の
取
得
見
込
み
や
生
活

状
況
の
聴
取
等
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ 

   
福
祉
課 
民
生
福
祉
班

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
５

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
制
度
に
つ
い
て

●
児
童
扶
養
手
当

　

母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
、
父
ま
た

は
母
が
重
度
の
障
害
に
あ
る
家
庭
等

で
、
児
童
を
養
育
し
て
い
る
受
給
資

格
者
に
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

手
当
額
は
受
給
資
格
者
が
養
育

す
る
児
童
の
数
、
受
給
資
格
者
ま

た
は
生
計
が
同
じ
扶
養
義
務
者

（
祖
父
母
等
）
の
所
得
等
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

※
現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

　

し
て
い
る
方
は
、
８
月
30
日
㈮

　

ま
で
に
現
況
届
を
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
障
害
の
あ

る
20
歳
未
満
の
児
童
を
監
護
養
育

し
て
い
る
受
給
資
格
者
に
支
給
さ

れ
る
制
度
で
す
。

※
現
在
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
を

　

受
給
し
て
い
る
方
は
、
９
月
11

　

日
㈬
ま
で
に
所
得
状
況
届
を
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
の
場
合
も
、
支
給
要
件

　

お
よ
び
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

　

の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
　

　

福
祉
課 

民
生
福
祉
班　

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
５

お
知
ら
せ

℻

相　
　

談
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周
防
大
島
高
校
久
賀
校
舎
の

武
道
場
を
一
般
開
放
し
ま
す

■
一
般
開
放
可
能
日

 

・
平
日　

午
後
５
時
～
８
時

 

・
休
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
６
時

 

・
長
期
休
業
中
（
夏
、
冬
、
春
期
）

　

は
昼
間
の
使
用
も
可
能
で
す
の

　

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
実
施
可
能
種
目

　

フ
ラ
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
、
剣
道
、
室
内
で
行
う

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
方
法

　

団
体
へ
の
貸
し
出
し
の
み
と
な

り
ま
す
の
で
、
ま
ず
代
表
者
が
電

話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

周
防
大
島
高
校
久
賀
校
舎

☎
０
８
２
０
（
７
２
）
０
０
２
４

　

 a51185@pref.yam
aguchi.lg.jp

令
和
元
年
度
後
期
危
険
物
取

扱
者
試
験
案
内

■
資
格
の
内
容

　

消
防
法
で
は
、
一
定
量
以
上
の

危
険
物
（
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
等
）

を
取
り
扱
う
施
設
に
は
、「
危
険
物

取
扱
者
」
を
置
い
て
取
り
扱
う
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
試
験
の
種
類
・
実
施
日
・
場
所

【
種　

類
】
危
険
物
取
扱
者
試
験

（
甲
種
・
乙
種
・
丙
種
）

【
実
施
日
】
11
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

【
場　

所
】
県
内
各
市

※
柳
井
市
は
11
月
24
日
㈰
に
実
施

■
受
験
資
格

　

甲
種
以
外
は
誰
で
も
受
験
で
き

ま
す
。

■
受
験
申
請
の
手
続
き

　

受
験
申
請
の
手
続
き
方
法
は
、

書
面
申
請
と
電
子
申
請
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
）
が
あ
り
ま
す
。

書
面
申
請
は
最
寄
り
の
消
防
機
関

に
置
い
て
あ
る
受
験
願
書
に
必
要

書
類
を
添
え
て
期
限
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

電
子
申
請
の
詳
細
は
（
一
財
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w.shoubo-shiken.or.jp

■
願
書
受
付
期
間

・
書
面
申
請　

　

９
月
６
日
㈮
～
20
日
㈮

・
電
子
申
請

　

９
月
３
日
㈫
～
９
月
17
日
㈫

■
試
験
準
備
講
習
会

　

乙
種
第
4
類
受
験
者
を
対
象
と
し

た
試
験
準
備
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

・
日
時　

　

10
月
23
日
㈬
・
24
日
㈭
の
2
日
間

（
両
日
と
も
午
前
9
時
～
午
後
４
時

ま
で
）

・
場
所

　

中
国
電
力
㈱
柳
井
発
電
所
ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ル
（
柳
井
市
宮
本
塩
浜

１
５
７
８
‐
８
）

・
定
員　

30
名

・
受
講
料

　

周
東
地
区
危
険
物
安
全
協
会
会

員　

５
５
０
０
円
、
非
会
員　

８
５
０
０
円

・
申
し
込
み

　

最
寄
り
の
消
防
署
（
所
）
に
置

い
て
あ
る
受
講
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
願
書
受
付
期
間
内

に
消
防
署
（
所
）
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
受
講
料
は
講
習
会
当
日

に
徴
収
）

■
そ
の
他

　

柳
井
市
に
お
い
て
は
、
11
月
24

日
㈰
に
「
乙
種
第
４
類
」
の
試
験

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

集
合
時
間　

午
前
９
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ

　

柳
井
地
区
広
域
消
防
本
部
予
防
課

☎
０
８
２
０
（
２
３
）
７
７
７
４

高
齢
者
の
方
の
防
火
標
語
を

募
集
し
ま
す

■
応
募
資
格

　

柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合
管
内

（
柳
井
市
、
周
防
大
島
町
、
上
関
町
、

平
生
町
）
に
居
住
す
る
65
歳
以
上

の
方
。

■
課
題
（
防
火
標
語
）

○
住
宅
防
火
（
特
に
住
宅
用
火
災

　

警
報
器
）
に
関
す
る
も
の

○
放
火
火
災
防
止
に
関
す
る
も
の

○
火
災
が
起
こ
っ
た
際
、
火
が
つ

　

き
に
く
く
、
燃
え
広
が
ら
な
い

　

防
炎
エ
プ
ロ
ン
の
普
及
に
関
す

　

る
も
の

○
そ
の
他
火
災
予
防
に
関
す
る
標

　

語
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
山

　

火
事
予
防
に
関
す
る
も
の
は
除

　

き
ま
す

■
応
募
方
法

　

官
製
は
が
き
等
に
作
品
（
防
火

標
語
）、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
消
防

本
部
予
防
課
ま
で
郵
送
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
す
る
か
、
最
寄
り
の
消
防
署
、

出
張
所
へ
直
接
お
届
け
く
だ
さ

い
。

■
応
募
締
め
切
り

　

10
月
29
日
㈫
（
当
日
消
印
有
効
）

■
そ
の
他

ア
作
品
は
自
作
で
未
発
表
の
も
の

　

と
し
ま
す

イ
１
人
２
点
ま
で
と
し
ま
す

ウ
金
賞
に
選
ば
れ
た
標
語
は
山
口

　

県
で
行
わ
れ
る
２
次
審
査
に
提

　

出
し
ま
す

エ
著
作
権
は
、
主
催
者
に
帰
属
す

　

る
も
の
と
し
ま
す

■
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
０
０
３
１ 

　

柳
井
市
南
町
５
丁
目
４
‐
１

　

柳
井
地
区
広
域
消
防
本
部

　

予
防
課
指
導
係

☎
０
８
２
０
（
２
３
）
７
７
７
４

　

０
８
２
０
（
２
３
）
４
５
０
３

放
送
大
学
10
月
生
を
募
集
し

て
い
ま
す

　

放
送
大
学
で
は
令
和
元
年
度
10

月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世

代
、
約
９
万
人
の
学
生
が
、
大
学

を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
学
ん

で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が

あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
出
願
期
間

第
１
回　

８
月
31
日
㈯
ま
で

第
２
回　

９
月
20
日
㈮
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求

　

放
送
大
学
山
口
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
（
９
２
８
）
２
５
０
１

ﾒｰﾙ

℻
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や
な
い
創
業
塾

第
７
期
受
講
生
募
集

（
全
６
回 
短
期
集
中
講
座
）

　

柳
井
商
工
会
議
所
で
は
、
創
業
意

欲
の
あ
る
方
を
対
象
に
創
業
塾
を
開

催
し
ま
す
。
創
業
に
必
要
な
知
識
、

手
続
き
、
計
画
づ
く
り
な
ど
を
分
か

り
や
す
く
解
説
い
た
し
ま
す
。
創
業

を
お
考
え
の
方
、
創
業
し
た
が
も
う

一
度
基
本
を
学
び
た
い
方
な
ど
、
創

業
に
意
欲
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時

　

９
月
17
日
㈫
、
9
月
26
日
㈭
、

10
月
1
日
㈫
、
10
月
10
日
㈭
、

10
月
15
日
㈫
、
10
月
19
日
㈯

　

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分（
最

終
日
の
み
午
後
１
時
30
分
～
５
時
）

■
会
場

　

柳
井
商
工
会
議
所 

１
階
研
修
室

（
柳
井
市
中
央
二
丁
目
15
‐
１
）

■
定
員

　

10
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

■
受
講
料

　

３
０
０
０
円
（
全
６
回
分
）

■
対
象
者

　

創
業
を
目
指
し
た
い
方
、
創
業

後
３
年
以
内
の
方

■
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
町
商
工
観
光
課

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
３

第
26
回
ほ
の
ぼ
の
苑

盆
踊
り
大
会

■
日
時

　

８
月
24
日
㈯
（
※
雨
天
中
止
）

　

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

■
場
所

　

役
場
大
島
庁
舎
前
イ
ベ
ン
ト
広
場

■
催
し
物

　

餅
ま
き
（
午
後
６
時
30
分
～
）、

屋
台（
焼
き
そ
ば
・
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
・

焼
き
鳥
・
か
き
氷
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
・

ビ
ー
ル
・
焼
き
あ
ご
・
ジ
ュ
ー
ス
）、

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー（
射
的
・
魚
釣
り
）

＊
先
着
３
０
０
名
様
に
粗
品
を
ご

用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
会

最
後
に
は
豪
華
景
品
の
当
た
る
抽

選
会
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
法
人
さ
つ
き
会

　

ほ
の
ぼ
の
苑　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
２
１
０
０

第
１
回
久
賀
歌
と
踊
り
の
祭
典

■
日
時

　

９
月
８
日
㈰

　

午
後
０
時
30
分
開
演

　
（
正
午
開
場
）

■
場
所

　

久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー 

大
会
議
室

■
内
容

　

カ
ラ
オ
ケ
・
日
本
舞
踊
・
フ
ラ

ダ
ン
ス

■
問
い
合
わ
せ

　

久
賀
公
民
館

☎
０
８
２
０
（
７
２
）
２
２
７
１

第
31
回
岩
国
矯
正
展

　

法
務
省
主
唱
の
「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、

矯
正
施
設
の
果
た
し
て
い
る
社
会

的
な
役
割
や
矯
正
行
政
に
つ
い

て
、
社
会
の
理
解
と
協
力
を
得
る

こ
と
や
、
地
域
社
会
と
の
共
存
共

栄
を
図
る
場
と
し
て
、
岩
国
刑
務

所
と
地
域
社
会
が
交
流
す
る
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

■
日
時

 
・
９
月
21
日
㈯

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

 

・
９
月
22
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

■
場
所

　

帝
人
会
館
（
岩
国
市
日
の
出
町

２
‐
１
）

■
内
容

　

矯
正
行
政
の
広
報
、
刑
務
作
業

製
品
展
示
即
売
、
萩
焼
・
革
小
物
製

品
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
ハ
ク
ジ
ャ
オ
ー

シ
ョ
ー
、山
口
県
警
察
音
楽
隊
演
奏
、

上
沼
田
神
楽
、
餅
ま
き
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
、
う
ど
ん
、
給
食
パ
ン
な
ど
の

催　
　

し

飲
食
コ
ー
ナ
ー
等

■
問
い
合
わ
せ

　

岩
国
刑
務
所
企
画
部
門
作
業
課

☎
０
８
２
７
（
４
１
）
０
１
３
８

島
の
く
ら
し
を
お
す
そ
わ
け

～
秋
コ
ー
ス
～

◦
Ｐ
Ｐ
バ
ン
ド
の
カ
ゴ
づ
く
り

 

・
日
時　

　

9
月
27
日
㈮

　

午
前
9
時
～
午
後
3
時

 

・
場
所

　

し
ま
と
ぴ
あ
ス
カ
イ
セ
ン
タ
ー

 

・
体
験
料　

１
５
０
０
円　
　
　

 

・
受
入
人
数　

10
人

 

・
募
集
締
め
切
り　

9
月
17
日
㈫

※
昼
食
あ
り

◦
か
し
わ
餅
（
ぶ
と
ん
餅
）
づ
く
り

 

・
日
時

　

9
月
27
日
㈮

　

午
前
9
時
～
正
午

 

・
場
所　

橘
地
区　

実
施
者
宅

 

・
体
験
料　

１
０
０
０
円　

 

・
受
入
人
数　

5
人

 

・
募
集
締
め
切
り　

9
月
17
日
㈫

※
各
コ
ー
ス
と
も
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
少
数
の
場
合
は
開
催
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
合
わ
せ

　

周
防
大
島
く
ら
し
体
験
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
務
局
（
農
林
課
内
）

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

広
島
広
域
都
市
圏

ふ
る
さ
と
の
魅
力
発
見
バ
ス
ツ
ア
ー

「
う
さ
ぎ
の
島
と
老
舗
蔵
元
見

学
に
秋
の
ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
タ
」

■
日
時

　

10
月
21
日
㈪

　

午
前
8
時
～
午
後
6
時

■
集
合
・
解
散
の
場
所

　

広
島
駅
新
幹
線
口
（
広
島
市
南

区
松
原
町
１
‐
２
）

■
内
容

　

大
久
野
島
で
の
昼
食
・
フ
リ
ー

タ
イ
ム
、
醉
心
山
根
本
店
蔵
元
見

学
、
世
羅
高
原
花
の
森
で
開
催
さ

れ
る
「
秋
の
ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
タ
」

へ
の
参
加
、
道
の
駅
世
羅
で
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

■
旅
行
代
金

　

１
人　

６
０
０
０
円
（
交
通
費
、

昼
食
代
込
み
）

■
募
集
人
数

　

40
人
（
最
少
催
行
人
数
15
人
。

定
員
に
達
し
次
第
募
集
終
了
）

※
募
集
開
始
は
8
月
15
日
で
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

広
交
観
光
株
式
会
社

☎
０
８
２
（
２
３
８
）
４
９
３
０
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帰省の皆さま、おかえりなさい。
　昨年 10 月の大島大橋への貨物船衝突事故から
約 9 カ月、去る 7 月 12 日に完全復旧を遂げた大
島大橋にほっと安堵されたことと思います。
　周防大島もいよいよ夏真っ盛りを迎え、海水浴
にサタデーフラ、盆踊りに花火大会など、ふるさ
とは「盆に沈む島」にふさわしい賑わいを見せて
います。
　他にも、スナメリに出会う前島航路、魚のおも
しろい説明が若者に人気のなぎさ水族館、道の駅
沖に浮かぶ砂州の道で繋がる真宮島、おしゃれな
カフェ巡りなど、ふるさと周防大島で観光気分を
味わってみませんか？
　半面、降り注ぐ夏の日差しにセミの鳴き声、瀬
戸内の潮風に満天の星空など、あの頃と変わらな
いふるさとの日々に心休まることと思います。
　周防大島観光協会では、企画やイベントに取り
組むことで、テレビや雑誌などのメディアを通じ
て、ふるさと周防大島を身近に感じていただける
よう、島を離れて暮らす皆さまに元気な話題をお
届けしたいと思います。

　それらのニュースをご覧になられた皆さまがた
びたび帰りたくなるような、ふるさと周防大島で
あるために、観光を通じて島の魅力を磨いていけ
ればと願っています。

問（一社）周防大島観光協会　
　☎０８２０（７２）２１３４

▲飯の山から望む大島大橋

感
謝
状

◆
法
務
大
臣
感
謝
状

　

奥
原
法
城
さ
ん
（
秋
）

　
（
元
人
権
擁
護
委
員
）

人
権
擁
護
委
員
の

就
任
・
退
任

　

令
和
元
年
7
月
1
日
付
け
で

法
務
大
臣
か
ら
松
本
敏
惠
さ
ん

（
日
前
・
再
任
）、
光
田
伸
幸
さ

ん
（
安
下
庄
・
新
任
）
が
人
権

擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

光
田
伸
幸
さ
ん
の
前
任
の
奥

原
法
城
さ
ん
（
秋
）
は
、
任
期

満
了
（
令
和
元
年
6
月
30
日
付

け
）
に
て
ご
退
任
さ
れ
、
永
年

の
功
績
に
よ
り
法
務
大
臣
の
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
人
権
に
つ
い
て
関
心

を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
啓

発
活
動
を
行
う
ほ
か
、
法
務
局

の
人
権
相
談
所
や
町
役
場
・
公

民
館
な
ど
の
公
共
施
設
等
に
お

い
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
人

権
相
談
を
受
け
る
な
ど
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
設
人
権
相
談
所　

■
日
時　

　

９
月
４
日
㈬　

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

■
場
所　

大
島
庁
舎

■
相
談
内
容

　

差
別
、
い
じ
め
、
嫌
が
ら
せ

等
人
権
に
関
す
る
問
題

■
相
談
員

　

人
権
擁
護
委
員

※
悪
天
候
に
よ
り
警
報
等
が
発

　

令
さ
れ
た
場
合
は
中
止
に
な

　

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
５

【お盆のイベント情報】
８月 15 日㈭　久賀夢夏まつり　
　　　　  　　（山口県大島防災センター防災公園）
８月 16 日㈮　周防大島花火大会（橘庁舎周辺）
８月 17 日㈯　サタデーフラ（グリーンステイながうら・
　　　　　　　  Ｈ＆Ｒサンシャインサザンセトなど）

町
職
員
の
異
動

（
８
月
１
日
付
）

【
退
職
者
】

　

福
祉
課　

橋
本　
　

実
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お知らせ８月

　地域資源を活用し、起業を通して地域を活性化する人材の育成をめざす講座です。入門、地域づくり・実践、
関連の３つに分けて６月から 11 月にかけて実施します。今回は関連講座のご案内です。

「起業に役立つ複式簿記の基礎を知ろう」

　ものの動きと逆にお金が流れていきます。この
流れを記録し、ビジネスに生かしていくのが複式
簿記です。
■日時　８月 31 日㈯　13：30 ～ 16：30
■会場　大島商船高専島スクエア起業教育研究セ
　　　　ンター（周防大島町小松 91‐4）
■講師　山本信夫 氏
　　　　（ＮＰＯ法人島スクエアプラス理事長）

「食の衛生」

　食の衛生管理の基本を確認します。
■日時　９月４日㈬　14：00 ～ 16：00
■会場　大島商船高専島スクエア起業教育研究セ
　　　　ンター（周防大島町小松 91‐4）
■講師　西村悠紀子 氏
　　　　（柳井環境保健所食品衛生班主任）

「ビジネスに役立つ笑顔の名刺を作ろう」

　笑顔の写真は、あなたの名刺の印象を高めてく
れることでしょう。
■日時　９月 14 日㈯　13：30 ～ 16：30
■会場　大島商船高専島スクエア起業教育研究セ
　　　　ンター（周防大島町小松 91‐4）
■講師　三原伊文 氏（あなたの笑顔写真館館主）

島スクエア起業家育成関連講座

ものづくり講座
「ものづくり技術紹介」
　「ふれあい市場」、「商船祭」で電子制御技術、ロ
ボット技術などを紹介します。
■日時　ふれあい市場を実施する奇数月の第２日
　　　　曜日および商船祭開催日
■会場　大島商船高専（周防大島町小松 1091‐1）
■講師　岡野内悟 氏（大島商船高専准教授）

ものづくり講座
「ものづくり実習」
　ものづくり実習をとおして、商品の試作をお手
伝いします。※試作する「もの」は要相談
■日時　申し込みにより随時開催
■会場　大島商船高専（周防大島町小松 1091‐1）
■講師　岡野内悟 氏（大島商船高専准教授）

※受講を希望される方は、お名前と連絡方法およ
　び受講会場を５日前までにお知らせください。
　（「起業に役立つ複式簿記の基礎を知ろう」「食
　の衛生」「ビジネスに役立つ笑顔の名刺を作ろ
　う」は、当日受付可）
※受講は無料です。
■申し込み・問い合わせ
　大島商船高等専門学校 総務課企画係　
　☎０８２０（７４）５４５７
　℻０８２０（７４）５５５２
　ﾒｰﾙ kikaku@oshima-k.ac.jp

相談内容 実施日 時間

骨髄バンク登録検査 11 日㈬ ９：00 ～ 10：00

Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査 11 日㈬ 10：00 ～ 10：30

風しん抗体検査 11 日㈬ 10：30 ～ 11：00

ＨＩＶ抗体検査 11 日㈬ 14：00 ～ 16：00

相談内容 実施日 時間

ＨＩＶ抗体検査（夜間） 11 日㈬ 17：00 ～ 19：00

発達クリニック 12 日㈭ 13：00 ～ 16：00

心の健康相談 17 日㈫ 13：00 ～ 14：00

思春期・ストレス相談 27 日㈮ 10：00 ～ 15：00

問 柳井健康福祉センター　☎０８２０（２２）３６３１※相談・検査は事前に電話予約が必要です。

　《９月の柳井健康福祉センター定例保健事業》　



21 広報すおう大島 令和元年 ( 2019 年 )8 月号

お知らせ８月

２０１9   夏

区分 時間 中学生以下 高校生以上

Ａ 13：15 ～ 15：00 ５０円 １００円

Ｂ 15：15 ～ 17：00 ５０円 １００円

Ｃ 19：00 ～ 21：00 １００円 １６０円

※町外に居住する方が利用する場合は、料金が２倍です。

■問い合わせ
　Ｂ＆Ｇ海洋センター（社会教育課スポーツ振興班）
　☎０８２０（７８）５０４８

〈利用時間・料金など〉

Ｂ＆Ｇ海洋センター
プール開放予定表

《開放期間》　９月８日㈰まで

〈９月プール開放日〉
１日㈰ Ａ、Ｂ、Ｃ ７日㈯ Ａ、Ｂ、Ｃ

３日㈫ Ｃ ８日㈰ Ａ、Ｂ

５日㈭ Ｃ

実施日

８月 22 日㈭

９月
    3 日㈫、    5 日㈭、    6 日㈮、  10 日㈫、
12 日㈭、13 日㈮、19 日㈭、20 日㈮

※ 65 歳以上の方の介護予防や健康づくりを目的
　とした水中運動の指導を行っています。
※指導時間は午前 10 時～午後３時 30 分です。
※実施日等は事情により変更することがあります。

　■問い合わせ
　　介護保険課 地域包括支援センター
　　☎０８２０（７３）５５０６

竜崎温泉温水プール指導日
（８月 21日～９月 20日）

周
防
大
島
町
社
会
福
祉
士

　
　

大
樂　

明
日
海

■
問
い
合
わ
せ

　

介
護
保
険
課 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
６

「
空
き
巣
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
」

　

暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
体
調
を
崩
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
か
。

　

屋
内
に
い
て
も
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
窓
を
開

け
た
り
、
冷
房
器
具
を
活
用
し
た
り
と
居
住
空
間
へ

の
配
慮
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
同
時
に
家
を

不
在
に
す
る
際
に
も
「
ち
ょ
っ
と
の
距
離
だ
か
ら
網

戸
に
し
た
ま
ま
で
出
か
け
る
、
鍵
は
締
め
な
い
」
と

い
っ
た
声
を
耳
に
し
ま
す
。「
少
し
の
間
な
ら
大
丈

夫
だ
ろ
う
」
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た

隙
に
空
き
巣
の
被
害
は
出
て
い
ま
す
。

　

住
宅
対
象
侵
入
窃
盗
と
は
、
一
般
住
宅
を
対
象

と
し
た
侵
入
窃
盗
で
、
空
き
巣
、
忍し
の
び
こ込
み
、
居い
あ
き空

が
あ
り
ま
す
。
警
察
庁
の
「
平
成
30
年
度
中
の
住

宅
対
象
侵
入
窃
盗
の
発
生
状
況
」
に
よ
る
と
全
国

で
２
３
３
３
件
発
生
し
て
お
り
、
空
き
巣
に
関
し

て
は
部
屋
の
窓
、
表
入
口
が
主
な
侵
入
口
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
侵
入
手
段
と
し
て
は
、
玄
関
や

窓
な
ど
の
鍵
を
掛
け
忘
れ
た
状
態
を
狙
っ
た
犯
行

が
多
く
、
日
頃
か
ら
の
防
犯
に
対
す
る
心
掛
け
が

大
切
と
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
で
き
る
こ
と
を
見
つ

け
、
習
慣
化
す
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
日
頃
か
ら
の
心
掛
け
】

①
戸
締
り
は
確
実
に

　

ゴ
ミ
出
し
や
買
い
物
な
ど
、
短
時
間
の
外
出
で

も
必
ず
戸
締
り
を
し
ま
し
ょ
う
。
2
階
の
部
屋
、

浴
室
、
ト
イ
レ
の
窓
も
鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

②
合
鍵
を
玄
関
周
辺
な
ど
に
置
か
な
い

　

鍵
は
持
ち
歩
く
よ
う
に
し
、
敷
地
内
で
あ
っ
て

も
郵
便
受
け
、
鉢
な
ど
屋
外
に
は
合
鍵
を
置
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
足
場
に
な
る
よ
う
な
も
の
を
置
か
な
い

　

脚
立
、
ポ
リ
バ
ケ
ツ
な
ど
は
侵
入
の
足
場
に
さ

れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
足
場
に
な
る

可
能
性
の
あ
る
も
の
は
庭
に
置
か
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

④
新
聞
は
溜
め
な
い
よ
う
に
す
る

　

新
聞
が
郵
便
受
け
な
ど
に
溜
ま
っ
て
い
る
と
留

守
で
あ
る
こ
と
を
悟
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
長
期

間
留
守
に
す
る
時
は
、
新
聞
の
配
達
を
止
め
て
も

ら
う
よ
う
に
手
配
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
「
地
域
の
目
」
で
町
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

普
段
か
ら
あ
い
さ
つ
、
声
掛
け
を
す
る
な
ど
ご

近
所
付
き
合
い
を
大
事
に
し
、「
地
域
の
目
」
で

犯
罪
の
起
き
に
く
い
町
に
し
ま
し
ょ
う
。
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イベント・健康相談カレンダー

２１
（水）

子宮頸がん検診・乳がん検診
13：30 ～ 15：00（農業者健康管理センター）

２２
（木）

育児相談　10：00 ～ 11：30
（しまとぴあスカイセンター）

２３
（金）

２４
（土）

２５
（日）

休日在宅当番医　9：00 ～ 17：00　 
〈川口医院　☎ 78‐0306〉

胃がん検診・大腸がん検診　7：00 ～ 9：00
（しまとぴあスカイセンター）

安下庄海の市　10：00 ～ 14：00
（橘グリーンパーク横）

２６
（月）

２７
（火）

胃がん検診・大腸がん検診　7：00 ～ 9：00 
（蒲野農村環境改善センター )

２８
（水）

胃がん検診・大腸がん検診　7：00 ～ 9：00 
（蒲野農村環境改善センター )

２９
（木）

胃がん検診・大腸がん検診　7：00 ～ 9：00 
（沖浦農村環境改善センター )

３０
（金）

３１
（土）

４
（水）

胃がん検診・大腸がん検診　7：00 ～ 9：00
（しまとぴあスカイセンター）

５
（木）

認知症相談日　9：00 ～ 16：00 （ 日良居庁舎）
〈問地域包括支援センター　 ☎ 73‐5506〉

６
（金）

こころの相談会（要予約）　10：00 ～ 12：00 
〈申込先　健康増進課 健康づくり班 ☎ 73‐5504〉

７
（土）

８
（日）

休日在宅当番医　9：00 ～ 17：00　 
〈野村医院　☎ 76‐0017〉

ちょび塩の日ＰＲ活動　9：00 ～ 11：00
（中央フード大島店）

９
（月）

１０
（火）

１１
（水）

1 歳 6 か月児健康診査　13：00 ～ 13：30〈受付〉
（日良居庁舎） 

胃がん検診・大腸がん検診　7：00 ～ 9：00
（しまとぴあスカイセンター）

１２
（木）

胃がん検診・大腸がん検診　7：00 ～ 9：00
（しまとぴあスカイセンター）

１３
（金）

育児相談　10：00 ～ 11：30 （日良居庁舎）

１４
（土）

１５
（日）

休日在宅当番医　9：00 ～ 17：00 
〈おげんきクリニック　☎ 74‐2490〉

１６
（月）

休日在宅当番医　9：00 ～ 17：00
（安本医院　☎ 73‐0822）

１７
（火）

育児相談　10：00 ～ 11：30
（久賀福祉センター）

１８
（水）

胃がん検診・大腸がん検診　7：00 ～ 9：00
（農業者健康管理センター )

１９
（木）

胃がん検診・大腸がん検診　7：00 ～ 9：00 
（椋野公民館 )

２０
（金）

※町立病院は、年間を通して休日夜間救急医療に当直医が対応しています。
　▪大島病院　☎７４‐２５８０　　▪東和病院　☎７８‐０３１０　　▪橘病院　☎７７‐１０００

１
（日）

休日在宅当番医　9：00 ～ 17：00　 
〈山中クリニック　☎ 72‐0152〉

胃がん検診・大腸がん検診　7：00 ～ 9：00
（農業者健康管理センター )

２
（月）

３
（火）

胃がん検診・大腸がん検診　7：00 ～ 9：00 
（沖浦農村環境改善センター )

８月（２１日～３１日）

９月（１日～２０日）
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周防大島町交通事故発生状況 
（令和元年６月末現在）

人身交通事故

件数 死者 傷者

１１ ０ １６

前年比

ー６ －１ －２

物損事故件数

１５１ 前年比 ＋７

今月の納期（普通徴収）

　
　　【第２期分】　町県民税
　　【第２期分】　国民健康保険税　
　　　　　　 　      介護保険料
　　　                       後期高齢者医療保険料
　　
　　　納期限      　９月２日㈪

人の動き（８月１日現在）※増減は対前月比

人　口 １６，０３３人 （33 人減）

男（日本人） ７，３６４人

女（日本人） ８，５７１人

外国人 ９８人 （1 人減）

世帯数 ９，１６８戸 （10 戸減）

〈人口増減内訳：日本人〉
増：出生　 6 人
　　転入   25 人 小計 31 人
減：死亡   34 人
         転出   29 人 小計 63 人

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。
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 防災行政無線を用いた

　　　全国一斉情報伝達試験 を行います

８月２８日 ㈬　午前１１時ごろ

■問い合わせ　総務課 消防防災班　☎０８２０（７４）１０００

※Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊急情報を、国から市区町村へ、
　人工衛星などを通じて瞬時にお伝えするシステムです。

防災行政無線の試験放送
注　防災行政無線（屋外スピーカーおよびすべての戸別受信機）から、
　情報伝達試験のため、最大音量で放送されますのでご注意ください。
注　気象・地震活動の状況等によっては、試験放送を中止することがあ
　ります。

日　時

内　容

　周防大島町では、地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、次のとおり情報伝
達試験を行います。この試験は、全国瞬時警報システム（Ｊアラート※) を用いた
試験で、周防大島町以外の地域でも様々な手段を用いて情報伝達試験が行われます。

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。


